
熱中症特別警戒アラートの
運用が始まっています！
～熱中症にご注意ください～

アメリカザリガニ
アカミミガメの規制について

ペットのふんは飼い主が
持ち帰りましょう
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毎
月
10
日
は
「
交
通
安
全
の
日
」

二
輪
車
を
運
転
す
る
皆
さ
ん
へ

市
道
の
道
路
側
溝（
Ｕ
字
溝
）の

清
掃
に
ご
協
力
を

稲
わ
ら
の
す
き
込
み
を

行
い
ま
し
ょ
う

農
地
へ
の
ご
み
の
ポ
イ

捨
て
は
や
め
ま
し
ょ
う

野
焼
き
を
し
て
は
い
け

ま
せ
ん

ち
ば
南
東
部
地
域
若
者

サ
ポ
ー
ト
ス
テ
ー
シ
ョ
ン

（
通
称
サ
ポ
ス
テ
）

光
化
学
ス
モ
ッ
グ
注
意
報

な
ど
の
発
令
と
Ｐ
Ｍ
2.5

高
濃
度
時
の
注
意
喚
起

道
路
に
出
る
前
に
、ト
ラ

ク
タ
ー
な
ど
に
つ
い
た
泥

や
土
を
落
と
し
ま
し
ょ
う

道
路
上
に
動
物
の
死
骸
を

見
つ
け
た
ら
ご
連
絡
を

お
知
ら
せ

　
こ
の
時
期
は
、
二
輪
車
の
交
通

事
故
が
増
加
し
ま
す
。
特
に
交
差

点
で
は
、二
輪
車
は
見
え
に
く
く
、

右
折
と
直
進
の
事
故
が
多
く
発
生

し
て
い
ま
す
。
二
輪
車
を
運
転
す

る
皆
さ
ん
は
、
交
通
事
故
に
十
分

注
意
し
ま
し
ょ
う
。

　
悲
惨
な
交
通
事
故
を
な
く
す
た

め
、
交
通
ル
ー
ル
と
マ
ナ
ー
を

守
っ
て
「
交
通
安
全
県
ち
ば
」
を

目
指
し
ま
し
ょ
う
。

問
千
葉
県
く
ら
し
安
全
推
進
課

　
☎
０
４
３（
２
２
３
）２
２
６
３

　
安
全
対
策
課
生
活
安
全
班

　
☎（
７
０
）
０
３
８
７

　
道
路
の
側
溝
に
土
砂
な
ど
が
堆

積
す
る
と
、大
雨
時
に
排
水
が
あ
ふ

れ
る
原
因
と
な
り
ま
す
。排
水
能
力

　
台
風
や
大
雨
に
よ
り
水
田
が
冠

水
す
る
と
、
稲
刈
り
後
の
稲
わ
ら

が
水
田
か
ら
流
れ
出
て
、
道
路
や

水
路
、
水
田
の
一
角
に
堆
積
し
て

し
ま
い
、
除
去
処
理
な
ど
の
問
題

に
な
り
ま
す
。

　
稲
刈
り
後
は
す
み
や
か
に
す
き

込
み
を
行
い
ま
し
ょ
う
。
稲
わ
ら

の
全
量
す
き
込
み
は
、
地
力
の
向

上
に
つ
な
が
り
ま
す
。

　
片
寄
っ
て
堆
積
し
た
稲
わ
ら
を

そ
の
ま
ま
す
き
込
む
と
植
付
障
害

や
ガ
ス
沸
き
（
還
元
障
害
）
を
引

き
起
こ
す
こ
と
が
あ
り
ま
す
。
堆

積
し
た
稲
わ
ら
は
均
一
に
散
ら
し

て
か
ら
１
～
２
回
多
め
に
耕
う
ん

し
て
稲
わ
ら
の
腐
熟
を
促
し
て
く

だ
さ
い
。

問
農
業
振
興
課
農
政
班
　

　
☎（
７
０
）
０
３
４
５

　
田
や
畑
に
ご
み
や
空
き
缶
・
び

ん
が
あ
る
と
、
農
作
業
に
支
障
が

生
じ
る
ほ
か
、
農
業
機
械
の
故
障

や
作
業
者
の
け
が
に
も
つ
な
が
り

ま
す
。
農
業
環
境
の
保
全
の
た
め

に
も
、
ご
み
の
ポ
イ
捨
て
は
や
め

ま
し
ょ
う
。

問
農
業
振
興
課
農
政
班
　

　
☎（
７
０
）
０
３
４
５

　
ド
ラ
ム
缶
を
用
い
て
燃
や
し
た

り
、
地
面
に
穴
を
掘
っ
て
燃
や
し

た
り
し
て
適
切
な
焼
却
設
備
を
用

い
ず
に
ご
み
を
燃
や
す
こ
と
は
法

律
で
禁
止
さ
れ
て
い
ま
す
。

　
良
好
な
生
活
環
境
を
維
持
す
る

た
め
に
、
廃
棄
物
は
適
切
に
処
理

し
、
野
焼
き
は
行
わ
な
い
よ
う
に

し
ま
し
ょ
う
。

問
地
域
づ
く
り
課
環
境
対
策
班

　
☎（
７
０
）
０
３
８
６

　
あ
な
た
の
「
働
き
た
い
」
を
サ

ポ
ー
ト
し
ま
す
。
15
歳
か
ら
49
歳

ま
で
の
現
在
仕
事
を
さ
れ
て
い
な

い
方
の
「
働
き
だ
す
力
」
を
引
き

出
し
、
職
場
定
着
ま
で
を
全
面
的

に
お
手
伝
い
し
ま
す
。

▼
支
援
内
容
＝
個
人
相
談
、
グ

ル
ー
プ
ワ
ー
ク
、
職
場
見
学
・
職

　
光
化
学
ス
モ
ッ
グ
注
意
報
な
ど

の
発
令
や
Ｐ
Ｍ
2.5
高
濃
度
時
の
注

意
喚
起
が
あ
っ
た
場
合
は
、
防
災

行
政
無
線
で
お
知
ら
せ
し
ま
す
の

で
、
外
出
を
控
え
る
、
窓
を
閉
め

て
外
気
を
入
れ
な
い
、
屋
外
で
の

激
し
い
運
動
は
避
け
る
な
ど
を
心

掛
け
て
く
だ
さ
い
。

問�

県
庁
環
境
生
活
部
テ
レ
ホ
ン

サ
ー
ビ
ス

　
☎
０
４
３（
２
２
３
）０
５
５
１

　
道
路
上
に
落
ち
た
泥
な
ど
は
、

通
行
の
妨
げ
に
な
る
場
合
が
あ
る

上
、
ジ
ャ
ン
ボ
タ
ニ
シ
の
稚
貝
や

病
害
虫
が
付
着
し
て
い
る
こ
と
も

あ
り
ま
す
。
ト
ラ
ク
タ
ー
な
ど
で

　
発
見
場
所
に
よ
り
、
連
絡
先
が

異
な
り
ま
す
。

　
連
絡
の
際
は
、詳
し
い
場
所（
地

番
や
道
路
の
ど
ち
ら
側
な
ど
）、

死
骸
の
種
類
、特
徴
（
色
や
状
況
、

犬
の
場
合
は
首
輪
の
有
無
）
な
ど

を
お
伝
え
く
だ
さ
い
。

　
私
有
地
や
私
道
の
場
合
は
、
県

や
市
で
は
処
理
で
き
ま
せ
ん
。
土

地
の
管
理
者
の
責
任
で
処
理
し
て

く
だ
さ
い
。

▼
国
道・県
道
＝
山
武
土
木
事
務
所

　
☎（
５
４
）
１
１
３
２

　（
夜
間・休
日
）（
５
４
）
１
１
３
１

▼
市
道
＝
問
ま
で

問
地
域
づ
く
り
課
環
境
対
策
班

　
☎（
７
０
）
０
３
８
６

10.5pt平90％オブジェクト10pt正体オブジェクト

　近年の猛暑に伴い、これまでの熱中症警戒アラー
トに加えて、命の危険が生じるほどの暑さに対して、
さらに厳重な警戒を求める熱中症特別警戒アラート
の運用が10月22日㈬まで行われています。
　千葉県内すべての観測地点で暑さ指数が 35を
超えると予想される場合に、前日 14時までに国
から発表されます。
　発表時は、原則として屋外
での作業や運動は中止し、自
宅などの涼しい場所で過ごす
ようにしましょう。
問地域づくり課環境対策班
　☎（７０）０３８６

　日本の生態系に大きな影響を及ぼしている外来
種のアメリカザリガニとアカミミガメが、外来生
物法で「条件付特定外来生物」に指定され、規制
の対象となっています。
　ペットとして飼われている方は終生飼育が義務
付けられていますので、絶対に野外へ放さないよ
うお願いします。
※�水路でザリガニ釣りをする際、その場で放すの
であれば、移動制限には該当しませんが、持ち
帰った場合は、終生飼育が義務付けられます。
問地域づくり課環境対策班
　☎（７０）０３８６
　県生物多様性センター
　☎０４３（２６５）３６０１

　散歩は排泄をさせるために行うことではありま
せん。散歩中に排泄した場合、ふんは自宅に持ち
帰って可燃ごみとして処理をし、尿は水をかけて
流しましょう。
　ペットの排泄によるトラブルを防ぐため、排泄
はできるだけ自宅で済ませましょう。
　また、きちんと持ち帰っているのに、疑いの目
で見られ、つらい思いをしている飼い主もいます。
ふん尿は必ず飼い主が処理
してください。
問地域づくり課環境対策班
　☎（７０）０３８６

下水道に関するお知らせ
◇下水道管への木の根の侵入にご注意ください
　宅地内の下水道管に樹木の根が侵入すると、排水の
詰まりや逆流の原因となります。
　異常に気づいた場合は、早めの点検や専門業者への
相談をお願いします。
◇下水道に異物や雨水を流さないでください
　公共下水道や農業集落排水、コミニティ・プラント
は、汚水を浄化するための施設です。
　布やゴム、プラスチックなどの異物や多量の雨水を
流すと、詰まりや故障の原因となり、多くの世帯に影
響を及ぼします。
　また、雨天時にます蓋を開けたり、ポンプで雨水を
流す行為は絶対にやめてください。
　下水道の適正な利用にご理解とご協力をお願いします。
問下水道課施設班　☎（７７）５５７５

▲�熱中症特別警戒ア
ラートが発表されたら
　（市ホームページ）

を
維
持
す
る
た
め
、近
隣
住
民
や
地

元
地
区
の
皆
さ
ん
で
定
期
的
な
清

掃
の
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

　
な
お
、
各
地
区
へ
側
溝
内
の
土

砂
な
ど
を
入
れ
る
土
の
う
袋
の
支

給
や
側
溝
の
ふ
た
上
げ
器
具
の
貸

し
出
し
、
清
掃
後
の
土
砂
な
ど
の

回
収
を
行
っ
て
い
ま
す
。

▼
申
請
書
配
布
場
所
＝
市
ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ
、
窓
口

申
・
問
建
設
課
管
理
班

　
☎（
７
０
）
０
３
５
０

「くみまち保護猫大譲渡会」
中止のお知らせ

　広報７月号に掲載した９月 21日
㈰開催の譲渡会は、都合により中止
となりました。参加を予定されてい
た皆さんには申し訳ありませんが、
ご了承ください。
問動物愛護センター東葛飾支所
　☎０４（７１９１）００５０

水
田
や
畑
か
ら
道
路
に
出
る
前

に
、
必
ず
タ
イ
ヤ
や
ロ
ー
タ
リ
ー

に
付
い
た
土
や
泥
を
落
と
し
ま

し
ょ
う
。
良
好
な
環
境
の
維
持
に

ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

問
農
業
振
興
課
農
政
班

　
☎（
７
０
）
０
３
４
５

場
体
験
、
パ
ソ
コ
ン
講
座
、
保
護

者
相
談
、
就
職
後
の
フ
ォ
ロ
ー
お

よ
び
キ
ャ
リ
ア
ア
ッ
プ
相
談
な
ど

▼
費
用
＝
無
料

問�

ち
ば
南
東
部
地
域
若
者
サ

ポ
ー
ト
ス
テ
ー
シ
ョ
ン

　
☎
０
４
７
５（
２
３
）５
５
１
５

　

�nanto.saposute@
ah.w

akw
ak.com

東千葉メディカルセンターからのお知らせ

◇糖尿病教室
糖尿病治療に必要な知識を学ぶ教
室です。
▶日時＝ 8月 7日㈭ 14時～ 15時
▶演者＝東千葉メディカルセンター　代
謝・内分泌内科　医員　田村　駿弥　医師
▶内容＝ステップで考える糖尿病
治療の目標とポイント

◇第36回市民公開講座
▶日時＝ 8月 22日㈮ 15時～ 16
時（開場 14時 45分）
▶演者＝東千葉メディカルセンター　
外科　医長　前田　慎太郎　医師
▶内容＝きずの小さな外科手術～
～開腹手術から腹腔鏡手術へ～

問東千葉メディカルセンター　事務部総務課　☎（５０）１１９９

▶会場＝東千葉メディカルセンター２階講堂
▶参加方法
事前申込不要です。当日会場にお越しください。
▶参加費＝無料 ▲東千葉メディカルセンター

　ホームページ

リサイクル倉庫（市役所・中部コミュニティセンター・白里出張所・農村ふれあいセンターやまべの郷）に回収品目以外のものが持ち込まれています。ルールを守ってご利用ください。
問地域づくり課環境対策班　☎（７０）０３８６

№700 82025.8.1


